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暑い中，勉強に運動に頑張った１学期が終わり，
子どもたちが待ちに待った夏休みがやってきます。
今年も，制限の多い夏休みになるかと思いますが，

暑さに負けないように，規則正しい生活を心掛け，感染症対策を行っていただきながら，
夏休みでなければできない経験をぜひしてほしいと思います。
８月２５日（木）には，ひと回り成長した子どもたちに会えるのを楽

しみにしています。１学期の間，様々な場面でご支援ご協力をいただき，

ありがとうございました。２学期もどうぞよろしくお願いいたします。

水泳発表会 ＆ 着衣水泳
コロナ禍以前に行っていた「水泳記録会」を改め，

「 水泳発表会」として，水泳学習を通して自分の成長や
友達の頑張りを実感できる場を設けました。

今城小としての到達度目標としては，
１年・・・・・顔つけ・ふしうき
２年・・・・・ばた足

７月７日（木） 水泳発表会（３年） ３・４年・・・１２．５ｍ自由形

５・６年・・・２５ｍ自由形
としています。
また，水の事故から自分や友達の命を守るために，着衣水

泳を実施しました。服を着たまま水に入ると体の自由がきか

ず動きにくいことを体験し，どのようにすれば大切な命を守
ることができるのかを学年のめあてに沿って学習しました。

７月１１日（月） 着衣水泳（２年）

関係機関との連携
今年度の今城小学校の様子を，地域教育協議会や学校評議員会，民生委員児童委員や主

任児童委員の方々に見ていただいたり，お伝えしたりしました。いただいたご助言等を取
り入れながら，今後の学校運営にいかしていきたいと思います。ありがとうございました。

７月４日（月）地域教育協議会 ７月７日（木）学校評議員会 ７月 14日（木）民生委員児童委員



夏季休業中の行事について
安全で楽しい夏休みを！！

・個人懇談 ７月２０日（水）・２２日（金）・２５日（月） 9:00～ 12:00
・水泳教室 ７月２１日（木）・２６日（火）・２７日（水）

（１・３・４年） ９：００～１０：００
（２・５・６年）１０：００～１１：００

・学校閉庁日 ８月 ８日（月）～１５日（月）（土・日・祝日も閉まっています。）

・ＰＴＡ親子ふれあい奉仕作業 （中止の場合は，ウサギメールで当日朝６：３０ごろ連絡します。）

８月２０日（土）（大富地区）７：００～８：００（雨天中止）
８月２１日（日）（向山・福山地区） 〃 （ 〃 ）
８月２７日（土）（北島地区） 〃 （ 〃 ）

暑い中，屋外の作業がほとんどで申し訳ないのですが，よろしくお願いします。

作業終了後，５・６年生の海事研修説明会を予定しておりましたが，今年度は，
分散形式になりましたので，登校日２日目の８月２６日（金）１６：００～それ
ぞれの教室で実施します。お尋ねになりたいことがございましたら，事前に準備
していただくと大変助かります。どうぞよろしくお願いします。

・学校司書によるおはなし劇場
８月 ４日（木）１０：３０～１１：３０（多目的室・図書室）
⇒ 詳しくは，図書室の開館日とあわせて図書だよりをご覧ください。

・登校日 ８月２５日（木）・２６日（金） 午前中 ３時間授業 一斉下校 11:20
⇒ 持ち物等は，学年だよりでご確認ください。

・２学期始業式 ９月１日（木） 給食あり 一斉下校 13:40

編集後記 ～ ２年ぶりの花 ～

「玄関先の花が２年ぶりに咲いたので，校長先生見てく
ださい。」ある職員との何気ない日常の会話ですが，後に
なって深く考えさせられました。きっとその職員は，玄関
の隅にあった葉だけになってしまったコウキセッコク（右

；蘭の一種）を２年間，諦めることなく水やりなどの世話
をし続けていたんだと思いました。翌日もう一度花をよく
見るとわき芽や傷んだ葉を取り除いた跡もありました。
そのときふと，ＳＭＡＰ「世界に一つだけの花」の中の「どの花が一番かなんて

比べるより，その花を咲かせることだけに一生懸命になればいい。」という歌詞が
私の頭の中を駆け抜けていきました。
子どもたちの個性を花と例えるならば，本当に色とりどりの花たちです。でも，
中にはまだ自分自身の花を咲かしきれていない子どももいるかもしれません。そん

なとき，私たち大人が無意識のうちに，他の多く花と比べたり，もう咲かないので
はないかと諦めたりして，その花を咲かせるための環境を整えることを忘れてしま
ってはいないだろうかと考えさせられました。

花の状態を見極め，時にはわき芽を切るなどの長期展望にたった

指導をしながら，その成長を信じ，温かく見守り続けることの大
切さを改めて痛感させられました。
「今城小の花壇をぜひご覧ください。」（本物の花壇は，いつでも

見頃ですよ。）と胸を張って皆様に伝えることができるよう，日々
精進していこうと改めて思いました。


